
no. 作者名 作品名 時代 所蔵 指定 展示期間

1 村田英鳳　原書 扁額「道後温泉」（初代） 昭和25年（1950） 松山市

no. 作者名 作品名 時代 所蔵 指定 展示期間

2 道後湯之町遺跡　出土品 縄文～弥生時代
松山市教育委員会（松山市
考古館保管）

3 平形銅剣（伝道後樋又出土） 弥生時代
松山市教育委員会（松山市
考古館保管）

松山市指定有形文化財

4 瓦（関太郎氏採取資料） 飛鳥～奈良時代
松山市教育委員会（松山市
考古館保管）

5 道後湯月町遺跡　出土品 奈良～鎌倉時代
松山市教育委員会（松山市
考古館保管）

6 『予陽俚諺集』上
宝永7年（1710）成立／
天保14年（1843）写

伊予史談会

7 大宮昇 足萎えの鷺 昭和47年（1972） 愛媛県美術館

8 大宮昇 少彦名命 愛媛県美術館

9 卜部懐賢　著 『釈日本紀』巻第十四 江戸時代刊 愛媛県立図書館

10 日下部鳴鶴　原書 神の湯湯釜刻文 山部赤人長歌（拓本） 原資料：明治27年（１８９４） 松山市

11 尾崎雅嘉　著、大石真虎　画 『百人一首一夕話』巻一 天保4年（1833）刊
岡山大学附属図書館（小野
文庫）

12 狩野氏信、秀信 源氏物語画帖 江戸時代前期 早稲田大学図書館 10/9～11/4

13 甫正 源氏物語画帖 江戸時代中期 早稲田大学図書館 9/16～10/7

no. 作者名 作品名 時代 所蔵 指定 展示期間

14 湯築城跡出土品 南宋時代、鎌倉時代

愛媛県教育委員会（公益財
団法人愛媛県埋蔵文化財セ
ンター／湯築城資料館保
管）

15 豊原統秋　撰 『體源抄』巻十下
永正9年（1512）成立／
元禄3年（1690）写

東京藝術大学附属図書館

16 『伊与名所盆山図』 文化4年（1807）刊
伊佐爾波神社
（愛媛県美術館寄託）

17 大己貴命像 江戸時代 松山兎月庵文化歴史館

18 道後温泉絵図 江戸時代後期 松山市立子規記念博物館 松山市指定有形文化財 9/16～10/7

19 明月 明月上人温泉詩 江戸時代中期 松山市立子規記念博物館 松山市指定有形文化財 １0/9～11/4

20 乾巌 伊予国道後温泉記 宝暦10年（1760） 松山市立子規記念博物館 松山市指定有形文化財 9/16～10/7

21 道後御茶屋之図 元禄12年（1699） 個人 9/16～10/7

22 道後湯絵図 享保7年（1722） 愛媛県歴史文化博物館 9/16～10/7

23 温泉郡道後村絵図 天明6年（1786） 松山兎月庵文化歴史館 10/9～11/4

24 道後温泉図 江戸時代後期 愛媛県歴史文化博物館 10/9～11/4

25 道後ノ湯惣絵図 安政4年（1857） 愛媛県歴史文化博物館 9/16～10/7

26 道後湯之図 文久3年（1863） 愛媛県歴史文化博物館 10/9～11/4

27 中沢雪城 伊予国温泉碑文（服部南郭撰）
天保15年（1844）／
原文：元文2年（1737）作

松山兎月庵文化歴史館

28 曇海　著 『玉の石』（写本）
元禄15年（1702）成立／
大正11年（1920）写

伊予史談会

29 『予州道後温泉由来記　全』 延享4年（1747）刊 松山市立子規記念博物館

30 細田周英　著 『四国徧礼絵図』 宝暦13年（1763）刊 愛媛県歴史文化博物館

31 西丈 『中国四国名所旧跡』 江戸時代 愛媛県歴史文化博物館

32 十返舎一九　著 『諸国道中金草鞋』十四編 文政4年（1821）刊 個人

33 橘南谿　著、一柳嘉言　画 『北窓瑣談』前篇四
天明～寛政年間頃成立／
文政12年（1829）刊

香川大学図書館（神原文
庫）

34 『諸国温泉功能鑑』 嘉永4年（1851）刊 松山市立子規記念博物館

35 半井梧菴　著 『愛媛面影』巻三 明治5-7年（1872-74）刊 愛媛県立図書館

36 白鷺放生池図六寸皿 江戸時代 松山兎月庵文化歴史館

37 原泉社関係資料 明治時代 松山兎月庵文化歴史館

38 伊予道後温泉鳥瞰図 明治14年（1881） 愛媛県歴史文化博物館

no. 作者名 作品名 時代 所蔵 指定 展示期間

39 好永紫芳 伊佐庭如矢像 松山市

40 伊佐庭如矢 振鷺園 松山市

41 伊佐庭如矢 爛柯室 松山市

42 道後湯之町役場日誌 明治27-28年（1894-95） 松山市

no. 作者名 作品名 時代 所蔵 指定 展示期間

43 伊予道後温泉之図 明治26年（1893） 愛媛県歴史文化博物館

44 道後温泉場真景及古跡名所 明治28年（1895） 愛媛県歴史文化博物館

45 坂本又八郎 道後温泉本館設計図 明治時代 松山兎月庵文化歴史館

４６ 山田衛居 大国主命・少彦名命像 明治25-27年（1892-94）頃 松山市

※作品保存のため、会期中、一部作品の展示替えを行います。「展示期間」欄が空白の作品は、通期で展示されます。
※no.は会場内の作品キャプションno.と一致しますが、展示の順番とは必ずしも一致しません。

（２）道後温泉本館をみる

第１章　歴史のなかの道後
（１）先史時代・古代の道後と「伊予温湯」

第２章　道後温泉本館
（１）伊佐庭如矢

（２）中・近世の道後温泉

後援：愛媛新聞社、朝日新聞松山総局、読売新聞松山支局、毎日新聞松山支局、産経新聞社、 NHK松山放送局、南海放送、テレビ愛媛、あいテレビ、
　　　　愛媛朝日テレビ、愛媛CATV、 FM愛媛、えひめリビング新聞社

「本館改築130周年　道後温泉ものがたりー湯のまちの歴史と文化」出品リスト

会場：愛媛県美術館　本館1階　企画展示室

主催：愛媛県美術館

協力：道後温泉旅館協同組合、道後商店街振興組合

会期：令和６年（2024）9月16日（月・祝）～11月4日（月・振休）

特別協力：松山市



４７ 山田衛居 大国主命・少彦名命像 明治25-27年（1892-94）頃 松山市

４８ 山田衛居 氷川大神像 明治２０-３０年代 個人

４９ 山田衛居 仁徳天皇図 明治23年（1890） 個人

５０ 千家尊有 忠孝国之宝 松山市

51 うちわ 明治時代 松山市

52-1 佐川巌（登山窯） 青磁花瓶 松山市

52-2 登山窯 急須、茶碗 松山市

53 伊佐庭如矢　原書 衆楽館 明治３９年（１９０６） 松山市

no. 作者名 作品名 時代 所蔵 指定 展示期間

54 三輪田米山 『米山日記』 江戸時代後期～明治時代 愛媛大学図書館

55 好川恒方 水月焼　茶碗 明治時代 松山兎月庵文化歴史館

56 正岡子規 俳句「湯の町の門を閉たる余寒哉」 明治28-29年（1895-96）頃
阿部里雪コレクション
（愛媛県美術館寄託）

57 正岡子規 子規歌稿「竹乃里歌」（複製）
昭和51年（1976）刊／
原資料：明治33年（1900）

松山市立子規記念博物館
原資料：松山市指定有
形文化財

58 大宮昇 子規のふるさと 愛媛県美術館

59 『ホトトギス』第9巻第7号（復刻版） 原資料：明治39年（1906） 松山市立子規記念博物館

60 夏目漱石 「坊つちやん」原稿（複製）
昭和45年（1970）刊／
原資料：明治39年（1906）

松山市立子規記念博物館

61 桜井忠温 「坊つちやん」画帖 松山市立子規記念博物館

62 河東碧梧桐 俳句「温泉めぐりして戻りし部屋に桃の活けてある」 大正時代 愛媛県美術館

63 種田山頭火　書、高橋一洵　画 俳句「ずんぶり湯の中の顔と顔笑ふ」 昭和14-15年（1939-40）頃 個人（愛媛県美術館寄託）

64 上村松園 芸妓図 個人

65 松原一 湯けむり 愛媛県美術館

66 石崎重利 道後　『松山名所図絵』より 昭和8年（1933）
阿部里雪コレクション
（愛媛県美術館寄託）

67 畦地梅太郎 道後の湯 昭和20年（1945） 愛媛県美術館

68 木和村創爾郎 振鷺閣（道後温泉）　『郷土風致』より 昭和41年（1966） 東京都現代美術館

69 高浜虚子　著、塩月桃甫　画 『いよのゆ』 大正8年（1919） 個人

70 高浜虚子 『伊予の湯』原稿 愛媛県美術館

71 小杉未醒　ほか　著 『瀬戸内海写生一週』 明治44年（1911） 愛媛県美術館

72 田山花袋　著、中澤弘光　画 『温泉周遊　西の巻』 大正11年（1922） 愛媛県美術館

73 徳富蘇峰　著、平福百穂　画 『山水随縁記』 大正3年（1914） 個人

no. 作者名 作品名 時代 所蔵 指定 展示期間

74 狩野伊川院栄信 牡丹に蝶之図 江戸時代後期 松山市

75 頼　杏坪 漢詩幅（坐伊予道後湯） 文政12年（1829） 松山市

76 橋本雅邦 春景山水図 松山市

77 鈴木松年 瀑布図 松山市

78 松方正義 天意養生 松山市

79 近藤浩一路 葡萄図 松山市

80 川端玉章 富士図 松山市

81 恒石敬磨 土佐　住吉の浜 昭和8年（1933） 松山市

82 大久保一郎 こがね丸 松山市

83 吉原古城 温泉記 松山市

84 久我通久 温泉詩 松山市

no. 作者名 作品名 時代 所蔵 指定 展示期間

85 荻山雅弘 春景図 江戸時代後期～明治時代 松山市

86 荻山雅弘 富士に桜図 江戸時代後期～明治時代 松山市

87 長谷川竹友 面河渓図 松山市

88 好永紫芳 猩々 松山市

89 吉金四郎 三津浜にて 昭和10年（1935） 松山市

90 水木伸一 由良にて 松山市

91 八木彩霞 天保頃の道後風景 松山市

92 松原一 冠山より道後を望む 松山市

93 中野和高 本館風景 昭和25年（1950） 松山市

94 古茂田公雄 瀬戸内風景（高浜より興居嶋を望む） 昭和10年（1935） 松山市

95 古茂田公雄 忽那七島 昭和28年（1953） 松山市

96 古茂田公雄（表紙） 『道後温泉　観光編』（道後温泉シリーズ第1集） 昭和32年（1957） 個人

no. 作者名 作品名 時代 所蔵 指定 展示期間

97 酒井抱一 宝珠に寿老人図 江戸時代後期 松山市

98 鈴木百年 宝珠に大黒天図 文久4年（1864） 松山市

99 小松宮彰仁親王 健歩如故 明治32年（1899） 松山市

100 有栖川宮熾仁親王 永錫無尽 松山市

101 伊藤博文 医病在霊泉 明治42年（１９０９）頃 松山市

102 又新殿　旧引手金具、釘隠 明治時代 松山市

no. 作者名 作品名 時代 所蔵 指定 展示期間

103 瓦、ギヤマン 松山市

第４章　未来へつなぐ―保存修理工事を通して―

第３章　道後温泉本館の美術工芸品
（１）来浴した人々の作品と伝来品

（２）郷土の作家たち

（３）又新殿―美の空間

（３）芸術家たちが訪れた／表した道後温泉


